
新学童保育所がオープン新学童保育所がオープン

４月４月１１日、日、新学童保育所が新学童保育所が
こども園西側にオープンしましこども園西側にオープンしまし
た。た。新しい建物で子どもたちは新しい建物で子どもたちは
のびのびと過ごしています。のびのびと過ごしています。
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6666億億36003600万円でスタート万円でスタート

令和３年度 一般会計 総額令和３年度 一般会計 総額
令和３年度予算令和３年度予算

■	新学童保育所、教育支援センター、高校生の公設塾、病院の院外薬
局等、新しい取り組みが続々スタートです！つぶやき

町の予算町の予算

会 計 区 分 令和２年度（万円） 令和３年度（万円） 比較増減（万円） 対前年度比（％）
一 般 会 計 701,300 663,600 △ 37,700 94.6％

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 79,439 79,178 △ 261 99.7％
病 院 事 業 79,740 72,422 △ 7,318 90.8％
簡 易 水 道 29,149 30,057 908 103.1％
下 水 道 22,451 24,964 2,512 111.2％
介 護 保 険 50,884 51,664 780 101.5％
後期高齢者医療 9,047 9,458 411 104.5％

合 計 972,012 931,345 △ 40,666 95.8％

※予算額は１万円未満切り捨て。
※各科目ごとの金額及びパーセントの合計は、合計額及び 100％と一致しない。
※正職員及び会計年度任用職員フルタイムの賃金は、総務費に含む。
※令和２年度の依存財源及び自主財源の割合に一部誤りがあり、訂正した数値を掲載。

3 月 12 日 本会議 町政執行方針説明 3 月 12 日 本会議 町政執行方針説明 

３
月
定
例
議
会
初
日
に
、
令
和

３
月
定
例
議
会
初
日
に
、
令
和

３
年
度
各
会
計
予
算
が
提
案
さ
れ
、

３
年
度
各
会
計
予
算
が
提
案
さ
れ
、

特
別
委
員
会
（
安
藤
幹
夫
委
員
長
）

特
別
委
員
会
（
安
藤
幹
夫
委
員
長
）

に
付
託
さ
れ
た
。
審
査
が
３
月

に
付
託
さ
れ
た
。
審
査
が
３
月
2424

日
に
行
わ
れ
た
。

日
に
行
わ
れ
た
。

予
算
規
模
は
、
令
和
２
年
度
か

予
算
規
模
は
、
令
和
２
年
度
か

ら
実
施
中
の
行
財
政
改
革
も
あ
り
、

ら
実
施
中
の
行
財
政
改
革
も
あ
り
、

令
和
２
年
度
当
初
予
算
か
ら
減
少

令
和
２
年
度
当
初
予
算
か
ら
減
少

し
た
。

し
た
。

一
般
会
計
は

一
般
会
計
は
6666
億
３
６
０
０
万

億
３
６
０
０
万

円
、
特
別
会
計
６
会
計
の
合
計

円
、
特
別
会
計
６
会
計
の
合
計

2626
億
７
７
４
５
万
円
、
総
額

億
７
７
４
５
万
円
、
総
額

9393
億
１
３
４
５
万
円
と
な
っ
た
。

億
１
３
４
５
万
円
と
な
っ
た
。

令
和
２
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し

令
和
２
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し

てて
４４
億
６
６
６
万
円
の
減
（
前
年

億
６
６
６
万
円
の
減
（
前
年

度
比
度
比
４４
・
２
％
減
）と
な
っ
た（
１
万

・
２
％
減
）と
な
っ
た（
１
万

円
未
満
切
り
捨
て
、
以
下
同
じ
）。

円
未
満
切
り
捨
て
、
以
下
同
じ
）。

一
般
会
計
の
主
な
歳
入
は
、
町

一
般
会
計
の
主
な
歳
入
は
、
町

税
８
億
３
９
６
５
万
円
（
前
年

税
８
億
３
９
６
５
万
円
（
前
年

度
比
１
・
７
％
増
）、
地
方
交
付
税

度
比
１
・
７
％
増
）、
地
方
交
付
税

2626
億
６
０
０
０
万
円
（
前
年
度

億
６
０
０
０
万
円
（
前
年
度

比
０
・
７
％
増
）、
国
・
道
支
出

比
０
・
７
％
増
）、
国
・
道
支
出

金
７
億
４
１
１
８
万
円
（
前

金
７
億
４
１
１
８
万
円
（
前

年
度
比

年
度
比
７７
・・
３３
％
増
）、

％
増
）、
町
債
町
債

２２
億億
８
９
１
０

８
９
１
０
万
円
（
前
年
度
比

万
円
（
前
年
度
比

2727
・・
８８
％
減
）
を
計
上
し
た
。

％
減
）
を
計
上
し
た
。

歳
出
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

歳
出
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
延
期
し
た

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
延
期
し
た

開
町
１
０
０
年
記
念
事
業
に

開
町
１
０
０
年
記
念
事
業
に

１
０
２
４

１
０
２
４
万
円
、

万
円
、
結
婚
新
生
活
支

結
婚
新
生
活
支

援
事
業
に

援
事
業
に
6060
万
円
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

万
円
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
推
進
戦
略
策
定
業
務
に

ン
シ
テ
ィ
推
進
戦
略
策
定
業
務
に

１
千
万
円
、
不
登
校
に
対
応
す

１
千
万
円
、
不
登
校
に
対
応
す

る
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
に

る
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
に

１
５
１
万
円
、
鹿
追
高
オ
ン
ラ
イ

１
５
１
万
円
、
鹿
追
高
オ
ン
ラ
イ

ン
公
設
塾
設
置
に
１
１
８
２
万

ン
公
設
塾
設
置
に
１
１
８
２
万

円
、
円
、
高
規
格
救
急
車
購
入
に

高
規
格
救
急
車
購
入
に

４
２
０
８
万
円
、
町
内
の
Ｆ
１
牛

４
２
０
８
万
円
、
町
内
の
Ｆ
１
牛

生
産
振
興
の
た
め
肉
用
交
雑
種
哺

生
産
振
興
の
た
め
肉
用
交
雑
種
哺

育
振
興
事
業
助
成
金
に
４
０
０
万

育
振
興
事
業
助
成
金
に
４
０
０
万

円
、
ク
テ
ク
ウ
シ
橋
（
旧
紅
葉
橋
）

円
、
ク
テ
ク
ウ
シ
橋
（
旧
紅
葉
橋
）

解
体
工
事
に
４
千
万
円
等
で
あ
る
。

解
体
工
事
に
４
千
万
円
等
で
あ
る
。

３
月
定
例
議
会　
３
月

３
月
定
例
議
会　
３
月
1212
日
か
ら
日
か
ら
2626
日
ま
で
開
催

日
ま
で
開
催

◯◯
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
強
化

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
強
化

○
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
推
進

○
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
推
進

一
般
会
計

一
般
会
計  

前
年
度
比
５
・
４
％
減

前
年
度
比
５
・
４
％
減

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
猛
威
を
振
る
い
、
尊

い
命
が
失
わ
れ
、
社
会
経
済

を
揺
る
が
し
、
人
々
の
暮

ら
し
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
。
昨
年
は
開
町

１
０
０
年
記
念
事
業
等
、
各

種
行
事
の
延
期
、
縮
小
、
中

止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

生
活
環
境
や
働
き
方
に

対
す
る
地
方
へ
の
関
心
の
高

ま
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
、
脱
炭

素
社
会
へ
等
、
社
会
変
革
と

地
方
創
生
へ
の
可
能
性
が
広

が
っ
て
い
る
。
感
染
拡
大
防

止
と
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
の
中
で
、
社
会
情

勢
の
変
化
に
適
応
し
、
飛
躍

の
第
一
歩
を
刻
む
年
と
な
る

よ
う
町
政
執
行
に
あ
た
り
た

い
。（
抜
す
い
・
要
約
）

喜井　知己  町長喜井　知己  町長

町
政
執
行
方
針



○
議
会
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例

○
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

○
報
酬
及
び
費
用
弁
償
支
給
条
例

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
住
民
生
活
や
地
域
経
済
に
対

し
、
一
層
の
支
援
策
を
講
ず
る
必
要

が
あ
る
。

そ
の
財
源
の
一
助
と
し
て
、
議
員

報
酬
、
特
別
職
給
与
及
び
監
査
委
員

報
酬
を
令
和
３
年
４
月
か
ら
９
月
ま

で
月
額
５
％
削
減
す
る
。
削
減
額
は

１
９
０
万
円
と
な
る
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
環
境
整
備
支
援
事
業

	

１
０
３
０
万
円

町
内
事
業
者
に
対
し
、
ア
ク
リ
ル

板
や
換
気
扇
、
サ
ー
モ
カ
メ
ラ
、
非

接
触
型
自
動
水
栓
等
、
環
境
整
備
に

係
る
対
象
経
費
の
80
％
、
10
万
円
を

限
度
に
支
援
金
を
交
付
す
る
。

ま
た
、
環
境
整
備
を
実
施
し
た
場

合
、
マ
ス
ク
等
の
感
染
防
止
消
耗
品

を
１
／
２
以
内
で
支
援
す
る
。

国
の
補
助
金
を
全
額
活
用
す
る
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業	

２
０
４
９
万
円

令
和
２
年
度
か
ら
繰
り
越
し

た
、
体
制
確
保
事
業
と
合
わ
せ
て
計

４
６
４
０
万
円
と
し
た
。

○
特
定
分
野
に
お
け
る
連
携
に
関
す

る
協
定

産
業
及
び
環
境
分
野
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
連
携
に
関
す
る
協
定
を
締

結
し
た
。
期
間
は
令
和
３
年
４
月
１

日
か
ら
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
。

○
災
害
時
相
互
応
援
協
定

新
た
に
、
地
震
・
暴
風
・
豪
雨
・

洪
水
等
の
災
害
時
に
食
料
・
飲
料
水

等
の
供
給
等
の
応
援
を
相
互
に
行
う

協
定
を
締
結
し
た
。
発
効
日
は
令
和

３
年
４
月
１
日
か
ら
。

締
結
式
は
、
令
和
３
年
３
月
31
日

に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
な
っ
た
。

○
議
会
議
員
及
び
鹿
追
町
長
の
選
挙

に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に

関
す
る
条
例

法
改
正
に
伴
い
、
議
員
及
び
町
長

選
挙
に
お
い
て
選
挙
運
動
自
動
車
、

ビ
ラ
、
ポ
ス
タ
ー
費
用
の
一
部
が
公

費
負
担
さ
れ
る
。

○
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
設
置
条
例

平
成
30
年
３
月
に
交
流
セ
ン

タ
ー
み
な
い
る
が
開
設
以
降
、
笹
川

及
び
瓜
幕
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の

利
用
者
が
減
少
し
、
施
設
が
老
朽
化

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
３
年
３

月
31
日
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
と
し
て

の
供
用
は
終
了
す
る
。

○
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例職

員
不
祥
事
に
対
し
、
特
別
職
の

給
与
を
減
額
す
る
。

令
和
３
年
４
月
分
の
給
与
を
町

長
は
月
額
20
％
、
副
町
長
及
び
教
育

長
は
10
％
削
減
す
る
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
体
制
確
保
事
業	

３
０
９
万
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
た
め
、
予
約
体
制
の
人
員

確
保
、
接
種
券
作
成
発
送
、
電
話
回

線
増
設
等
を
行
う
。

予
算
総
額
を
計
２
６
０
０
万
円

と
し
、
こ
の
う
ち
２
５
９
１
万
円
を

令
和
３
年
度
予
算
に
繰
り
越
す
。
国

の
交
付
金
を
全
額
活
用
す
る
。

な
お
、
当
該
月
に
限
り
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
よ
る
月

額
給
与
５
％
削
減
は
実
施
し
な
い
。

○
学
童
保
育
所
条
例

新
学
童
保
育
所
が
令
和
３
年
４

月
１
日
開
所
に
伴
い
、
場
所
を
鹿
追

北
２
線
８
番
地
１
０
１
、
定
員
を
70

人
（
＋
５
人
）
に
変
更
し
た
。

○
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例

○
営
農
用
水
道
設
置
条
例

○
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
管
理
条
例

○
公
共
下
水
道
条
例

○
個
別
排
水
処
理
施
設
管
理
条
例

上
下
水
道
使
用
料
を
、
毎
月
徴

収
か
ら
２
ヶ
月
徴
収
に
変
更
し
た
。

令
和
３
年
４
月
か
ら
奇
数
月
に
検
針

し
、
そ
の
翌
月
末
日
ま
で
を
納
期
限

と
し
た
。

○
定
住
促
進
住
宅
建
設
奨
励
に
関
す

る
条
例

住
宅
新
築
等
助
成
（
上
限

１
０
０
万
円
）
を
令
和
４
年
３
月
31

日
ま
で
延
長
し
た
。

○
賃
貸
住
宅
建
設
促
進
事
業
助
成
に

関
す
る
条
例

賃
貸
住
宅
建
設
助
成
（
上
限

３
０
０
万
円
）
を
、
令
和
４
年
３
月

31
日
ま
で
延
長
し
た
。

○
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
助
成
に
関
す

る
条
例

民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
助
成
（
上
限

月
額
５
千
円
）
を
、
令
和
４
年
３
月

31
日
ま
で
延
長
し
た
。

○
修
学
資
金
貸
付
条
例

専
修
学
校
等
へ
の
償
還
期
間
は

９
年
以
内
と
し
て
い
た
が
、
４
年
制

の
専
修
学
校
に
対
応
す
る
た
め
、
12

年
以
内
に
変
更
し
た
。

○
介
護
保
険
条
例

令
和
３
〜
５
年
度
ま
で
の
介
護

保
険
料
を
改
定
し
た
。

第
１
号
被
保
険
者
第
５
段
階
（
基

準
額
）
で
月
額
６
２
０
０
円
（
＋

４
０
０
円
）
と
し
た
。

○
町
営
牧
場
管
理
条
例

粗
飼
料
の
高
騰
、
コ
ン
ト
ラ
ク

タ
ー
作
業
等
の
値
上
げ
等
に
よ
り
、

牧
場
使
用
料
を
改
定
し
収
支
改
善
を

図
る
。

１
頭
あ
た
り
夏
期
放
牧
料
は

２
６
４
円
（
＋
34
円
）、
舎
飼
い
は

６
１
６
円
（
＋
33
円
）
等
に
引
き
上

げ
た
。

○
ふ
る
さ
と
寄
附
金
基
金
条
例

ふ
る
さ
と
寄
附
金
を
活
用
で
き

る
事
業
を
３
事
業
と
し
て
い
た
が
、

新
た
に
国
立
公
園
エ
リ
ア
活
用
・
保

全
事
業
や
環
境
に
優
し
い
ま
ち
づ
く

り
推
進
等
を
追
加
し
、
合
計
６
事
業

を
対
象
と
し
た
。

○
町
営
牧
場
指
定
管
理
者
に

Ｊ
Ａ
鹿
追
町
を
決
定

指
定
期
間
満
了
に
伴
い
、
指
定
管

理
者
を
引
き
続
き
Ｊ
Ａ
鹿
追
町
と
し

た
。
期
間
は
令
和
３
年
４
月
１
日
か

ら
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
。

【
一
般
会
計
】

○
国
保
病
院
運
営
費
補
助
金

	

２
９
８
２
万
円

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
入
院

及
び
外
来
患
者
が
減
少
し
、
医
業
収

益
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
増
額

し
た
。

実
質
町
運
営
補
助
金
は
１
億 

４
７
０
７
万
円
で
、
前
年
度
比

２
５
７
１
万
円
増
の
見
込
み
。

○
消
化
液
散
布
ト
ラ
ク
タ
ー
・
タ
ン

カ
ー
購
入	

８
４
３
８
万
円

中
鹿
追
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト

の
消
化
液
散
布
ト
ラ
ク
タ
ー
及
び
25

ｔ
タ
ン
カ
ー
が
老
朽
化
し
て
お
り
、

更
新
す
る
。

全
額
を
令
和
３
年
度
予
算
に
繰

り
越
し
購
入
す
る
。
購
入
費
の
一
部

は
補
助
金
及
び
基
金
を
あ
て
る
。

納
期
は
令
和
４
年
３
月
31
日
を

予
定
し
て
い
る
。

○
畑
作
構
造
転
換
事
業
補
助
金

	

１
９
１
９
万
円

農
業
の
機
械
等
購
入
に
よ
る
対

象
事
業
が
２
件
追
加
さ
れ
た
こ
と
か

ら
補
正
す
る
。
全
額
が
北
海
道
の
補

助
金
の
交
付
対
象
と
な
る
。

予
算
総
額
は
９
３
６
４
万
円
と

な
っ
た
。

○
町
営
牧
場
運
営
負
担
金

	

２
１
９
１
万
円

粗
飼
料
高
騰
や
預
託
頭
数
の
減

少
等
に
よ
り
、
町
営
牧
場
運
営
が
赤

字
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
指
定
管
理

費
と
は
別
に
補
て
ん
し
た
。

○
除
雪
業
務
委
託	
３
０
４
０
万
円

除
雪
業
務
委
託
料
は
、
当
初

２
２
８
０
万
円
と
し
て
い
た
が
、
不

足
の
た
め
補
正
し
た
。

予
算
総
額
は
５
３
２
０
万
円
と

な
っ
た
。

○
心
電
図
計	

88
万
円

町
立
病
院
で
使
用
し
て
い
る
心

電
図
計
が
21
年
経
過
し
、
経
年
劣
化

に
よ
り
更
新
し
た
。

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

上
村
政
浩
氏
を
再
任

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に
、 

上
村
政
浩
氏
を
選
任
し
同
意
し
た
。

上
村
氏
は
現
在
４
期
目
で
、
任
期

は
令
和
６
年
３
月
29
日
ま
で
の
３
年

間
。

※
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
：
中
立
的
・

専
門
的
な
立
場
か
ら
固
定
資
産
課
税
台
帳

の
登
録
事
項
に
関
す
る
不
服
の
審
査
及
び

決
定
等
の
事
務
を
行
う
。
委
員
３
人
で
構

成
さ
れ
、
任
期
は
３
年
。

条

例

改

正

指

定

管

理

者

■	今年も桜はきれいな花を咲かすでしょうね！つぶやき

３
月
定
例
議
会

２
月
臨
時
議
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

そ

の

他

台
東
区
と
の
特
定
分
野 

連
携
及
び
防
災
協
定
を
可
決

２
月
臨
時
議
会
及
び
３
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
東
京
都
台

東
区
と
の
協
定
２
件
、
町
長
・
議
員
の
選
挙
費
用
公
費
負
担
に

伴
う
新
規
条
例
１
件
、
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
条
例
廃
止
１

件
、
議
員
及
び
特
別
職
の
給
与
削
減
等
の
条
例
改
正
18
件
、
令

和
２
年
度
補
正
予
算
９
件
、
令
和
３
年
度
補
正
予
算
１
件
、
指

定
管
理
者
指
定
１
件
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
１
件

を
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
９
９
８
０
万
円
を

追
加
補
正
し
、
89
億
６
４
２
０
万
円
と
し
た
。

国民健康保険病院に設置さ国民健康保険病院に設置さ
れた新型コロナウイルス	れた新型コロナウイルス	
ワクチン保管用冷凍庫ワクチン保管用冷凍庫新学童保育所新学童保育所

令
和
２
年
度
補
正
予
算

令
和
２
年
度
の
主
な
補
正
予
算

３月定例議会３月定例議会

新

規

条

例

台
東
区
と
の
協
定

既存の消化液散布トラクター既存の消化液散布トラクター

瓜幕屋内ゲートボール場瓜幕屋内ゲートボール場

主
な
条
例
改
正

同

意

令
和
３
年
度
補
正
予
算

条

例

廃

止
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ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

推
進
戦
略
策
定

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種

高
規
格
救
急
車
を
更
新

鹿
高
生
向
け
オ
ン
ラ
イ
ン
公

設
塾
を
町
民
ホ
ー
ル
に
整
備

ア
プ
リ
や
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
へ

情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス
導
入

クローズアップクローズアップ

20212021事業事業
令
和
３
年
３
月
12
日
の
３
月
定

例
議
会
初
日
に
、
喜
井
知
己
町
長

が
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を

行
な
っ
た
。
２
０
５
０
（
令
和
32
）

年
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ

ロ
実
現
に
向
け
た
具
体
的
な
戦
略

を
策
定
す
る
。

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
現
状

把
握
や
削
減
目
標
等
の
検
討
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
工
程

表
等
を
検
討
す
る
。

令
和
３
年
度
は
１
千
万
円
を
計

上
す
る
。
全
額
を
国
の
補
助
金
で

活
用
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
、
令
和
３
年
４
月
末
頃

の
ワ
ク
チ
ン
到
着
後
に
実
施
す
る
。

接
種
対
象
者
の
う
ち
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
高
齢
者
施
設
の
入

居
者
及
び
従
事
者
、
入
院
患
者
、

要
介
護
認
定
者
等
を
優
先
的
に
接

種
を
検
討
し
て
い
る
。

接
種
費
用
は
、
令
和
２
年
度
と

３
年
度
予
算
の
計
４
６
４
０
万
円

を
計
上
し
、
全
額
を
国
の
交
付
金

で
活
用
す
る
。

鹿
追
高
校
生
向
け
の
オ
ン
ラ
イ

ン
公
設
塾
を
、
町
民
ホ
ー
ル
視
聴

覚
室
に
40
席
程
度
確
保
し
開
設
す

る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
学
習
で

き
る
学
習
シ
ス
テ
ム
や
、
大
学
入

試
共
通
テ
ス
ト
へ
移
行
に
伴
う
英

語
読
解
力
向
上
の
た
め
英
語
速
読

聴
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
。

ま
た
、
支
援
員
を
３
人
程
度
確

保
し
、
学
習
を
補
助
す
る
。

令
和
３
年
度
は
運
営
費
や
改
修

工
事
等
で
計
１
１
８
２
万
円
を
計

上
す
る
。

従
来
は
広
報
紙
、
防
災
行
政
無

線
及
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知

し
て
い
た
情
報
を
、
新
た
に
電
子

メ
ー
ル
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
及
び
町
独
自
の
ア
プ
リ
で

配
信
す
る
。

複
数
の
手
段
で
情
報
配
信
す
る

こ
と
で
、
防
災
情
報
や
ま
ち
の
お

知
ら
せ
等
、
町
か
ら
の
情
報
を
町

民
へ
よ
り
確
実
に
伝
達
す
る
。

導
入
初
期
費
用
及
び
５
年
間
の

ラ
イ
セ
ン
ス
費
用
で
計
８
０
０
万

円
を
計
上
す
る
。

現
在
使
用
す
る
高
規
格
救
急
車

が
、
購
入
か
ら
11
年
経
過
し
、
搭

載
さ
れ
る
高
度
救
命
措
置
用
資
機

材
の
一
部
で
消
耗
品
供
給
や
修
理

で
き
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

緊
急
車
両
の
確
実
な
正
常
稼
働
を

図
る
た
め
更
新
す
る
。

更
新
費
用
は
、
高
規
格
救

急
車
と
高
度
救
命
資
機
材
の
計

４
２
０
８
万
円
計
上
し
、
国
の
補

助
金
及
び
過
疎
債
を
活
用
す
る
。

新
車
両
の
稼
働
開
始
は
令
和
３

年
11
月
頃
を
予
定
し
て
い
る
。

公共施設自営線ネットワークの太陽光発電公共施設自営線ネットワークの太陽光発電

町民ホール視聴覚室　従来は学童保育所に使用町民ホール視聴覚室　従来は学童保育所に使用

現在使用中の高規格救急車　更新後は予備車に転用する現在使用中の高規格救急車　更新後は予備車に転用する

まちの情報をスマートフォンで受信可能にまちの情報をスマートフォンで受信可能に

町
政
を
問
う
。

町
政
を
問
う
。

（
質
問
）

高
齢
者
へ
の
特
殊
詐
欺
は

増
加
傾
向
に
あ
る
。
通
話
の

自
動
録
音
や
通
話
開
始
前
に

防
犯
メ
ッ
セ
ー
ジ
機
能
付
き

の
機
器
を
一
括
購
入
し
、
ひ

と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
に

無
料
で
貸
し
出
す
考
え
は
。

３
月
23
日
、
一
般
質
問
と
し
て
５
人
の
議
員
が
登
壇
し
た
。

防犯・防災

町
民
の
安
全
と安

心
を
守
る

防
犯
・
防
災
の取

り
組
み
は

QA

（
答
弁
）
喜
井
町
長

今
後
さ
ら
な
る
内
容
の
精

査
等
、
あ
る
程
度
の
時
間
が

必
要
で
あ
る
。
令
和
３
年
度

の
早
期
完
成
に
向
け
進
め
る
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

災
害
対
策
本
部
の
班
編

成
と
役
割
の
改
定
等
の
更
新

を
令
和
３
年
度
内
に
予
定
し

て
い
る
。
北
海
道
の
防
災
計

画
と
整
合
性
や
情
報
共
有
を

図
っ
て
い
る
。

避
難
所
開
設
マ
ニ
ュ
ア
ル

で
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
盛
り

（
答
弁
）
喜
井
町
長

北
海
道
の
防
災
計
画
で
、

東
大
雪
山
系
の
火
山
で
あ
る

丸
山
の
周
辺
市
町
村
と
し
て
、

鹿
追
町
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

北
海
道
の
計
画
と
整
合
を

図
り
な
が
ら
「
火
山
災
害
対

処
計
画
」
と
し
て
位
置
付
け

る
よ
う
進
め
る
。

旧西原環境テクノロジーのコンポストセンター

公
共
施
設

全体の管理計画を
進める

公共施設の保守
管理は

A
狩野　正雄　議員

清水　浩徳　議員

Q

（
質
問
）

 

町
民
ホ
ー
ル
、
神
田
日
勝

記
念
美
術
館
等
、
大
型
公
共

施
設
の
大
規
模
修
繕
は
ど
の

よ
う
な
計
画
で
実
施
す
る
の

か
。

（
質
問
）

 

廃
屋
状
態
に
な
っ
て
い
る

建
物
を
、
地
域
環
境
保
全
、

防
犯
・
防
災
の
観
点
で
条
例

（
質
問
）

北
瓜
幕
に
あ
る
旧
西
原
環

境
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
関
係
施
設

は
、
事
務
所
や
車
両
の
格
納

庫
、
各
種
機
材
の
保
管
場
所

と
し
て
有
効
活
用
し
て
い
る
。

し
か
し
、
施
設
の
老
朽
化

に
伴
い
屋
根
が
剥
が
れ
る
等
、

早
急
に
対
策
が
必
要
で
は
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

鹿
追
町
廃
屋
解
体
撤
去
事

業
補
助
金
の
要
綱
を
利
用
し

や
す
い
よ
う
改
正
し
た
こ
と

で
、
令
和
２
年
度
は
11
件
の

申
請
が
あ
り
す
べ
て
解
体
さ

れ
た
。

今
後
も
補
助
を
継
続
し
地

域
生
活
環
境
の
保
全
、
将
来

新
た
な
廃
屋
を
発
生
さ
せ
な

い
予
防
策
を
実
施
す
る
。

条
例
制
定
は
、
先
進
事
例

等
を
研
究
・
検
討
す
る
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

旧
西
原
環
境
関
係
施
設
の

屋
根
の
剥
が
れ
は
、
損
傷
の

状
況
、
今
後
の
利
用
状
況
、

修
理
費
用
を
検
討
し
対
応
す

る
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

建
設
か
ら
27
年
が
経
過
し
、

今
後
大
規
模
な
修
繕
が
想
定

さ
れ
る
、
町
民
ホ
ー
ル
、
神

田
日
勝
記
念
美
術
館
、
ト
リ

ム
セ
ン
タ
ー
、
健
康
温
水
プ
ー

ル
の
４
施
設
に
つ
い
て
、
耐

用
年
数
70
年
と
想
定
し
改
修

計
画
を
策
定
し
た
。

さ
ら
に
そ
の
他
公
共
施
設

全
体
の
管
理
計
画
見
直
し
を

進
め
て
い
る
。

将
来
の
財
政
見
通
し
等
を

踏
ま
え
、
行
財
政
改
革
推
進

審
議
会
で
検
討
す
る
。

一般質問

（
質
問
）

鹿
追
町
防
災
計
画
に
火
山

災
害
対
処
計
画
が
未
策
定
の

理
由
は
。

（
質
問
）

令
和
２
年
度
中
に
策
定
予

定
の
鹿
追
町
国
土
強
靭
化
地

域
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

（
質
問
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
を
踏
ま
え
た
鹿
追
町
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行

な
っ
て
い
る
の
か
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

防
災
無
線
や
広
報
紙
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
注
意
喚
起
や
、

行
政
区
の
例
会
、
老
人
会
の

■	朝、ふと窓の外に目をやると庭に色とりどりの野鳥が集結している。
猫と眺めていると厳しい世の中にあって「ほっと」する一瞬である。つぶやき

会
合
等
で
詐
欺
防
止
の
周
知

を
行
な
っ
て
い
る
。
通
話
録

音
は
有
効
で
あ
り
、
機
器
に

つ
い
て
調
査
・
検
討
す
る
。

込
む
と
共
に
、
男
女
共
同
参

画
の
視
点
か
ら
女
性
目
線
の

避
難
所
運
営
に
配
慮
す
る
。

制
定
し
対
応
す
る
考
え
は
。



防

災

交
通
安
全

備

品

実施に向け検討するタクシー利用助成券
を割り増し交付する

総体的な見直しを行う

定期的に防災訓練の
実施を

サポカー補助金の
推進は

備品の管理状況は
適切か

AA

A

山口　優子　議員台蔵　征一　議員

畑　久雄　議員

QQ

Q

■	新型コロナウイルスワクチン接種の副反応のリスクについては、正
しい情報を把握して、自らの意思で接種しましょう。つぶやき

中央公園で行われた防災訓練（H27.7.12）サポカー対象車種の例

（
質
問
）

防
災
訓
練
の
実
施
状
況
、

防
災
備
蓄
品
の
状
況
は
。

鹿
追
町
地
域
防
災
計
画
は

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
基
準
で
、

改
定
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

避
難
所
の
開
設
を
実
際
に

行
い
、
町
民
に
公
開
す
る
こ

と
で
防
災
意
識
の
啓
発
に
も

（
質
問
）

近
年
、
交
通
事
故
死
者
数

は
減
少
傾
向
に
あ
る
一
方
で
、

高
齢
者
の
交
通
事
故
の
割
合

は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
ア
ク

セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間

違
い
の
事
故
が
増
え
て
い
る
。

近
年
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安

全
運
転
を
支
援
す
る
シ
ス
テ

ム
を
取
り
付
け
た
自
動
車
「
サ

ポ
カ
ー
」
の
開
発
と
普
及
が

進
ん
で
い
る
。

国
は
対
歩
行
者
衝
突
被
害

軽
減
ブ
レ
ー
キ
等
を
搭
載
し

た「
安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト
車
」

の
購
入
、
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違

い
急
発
進
抑
制
装
置
等
を
後

付
け
す
る
費
用
に
助
成
金
を

出
し
て
い
る
。

新
車
で
10
万
円
、
軽
自
動

車
で
７
万
円
、
装
置
を
後
付

け
し
た
中
古
車
に
は
４
万
円

が
支
給
さ
れ
る
。

町
で
は
サ
ポ
カ
ー
補
助

金
制
度
の
推
進
と
追
加
補
助

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

（
質
問
）

そ
の
確
認
は
い
つ
ま
で
か
。

（
質
問
）

適
切
な
取
り
扱
い
を
す
る

（
質
問
）

役
場
職
員
の
招
集
訓
練
や
、

情
報
伝
達
訓
練
を
行
な
っ
て

い
な
い
が
、
ぜ
ひ
実
施
す
べ

き
で
あ
る
。

（
質
問
）

飲
料
水
や
備
蓄
品
が
足
り

て
い
な
い
と
思
う
が
。

（
質
問
）

非
常
時
は
交
通
が
止
ま
り
、

給
水
車
は
使
用
困
難
と
予
想

さ
れ
る
。
飲
料
水
は
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
で
備
蓄
が
必
要
で
あ

る
。避

難
所
運
営
は
、
感
染
症

対
策
を
考
慮
す
る
と
か
な
り

の
面
積
が
必
要
で
、
事
前
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
。

町
民
の
防
災
意
識
高
揚
の

た
め
、
研
修
会
や
避
難
訓
練

を
実
施
し
、
地
域
で
中
心
的

な
役
割
が
で
き
る
防
災
リ
ー

ダ
ー
の
発
掘
を
。

（
質
問
）

令
和
元
年
度
監
査
委
員
決

算
審
査
意
見
書
の
備
品
管
理

状
況
に
つ
い
て
、
備
品
台
帳

に
記
載
必
須
項
目
で
あ
る
取

得
年
月
日
等
が
な
い
も
の
や
、

決
裁
が
な
く
受
付
簿
の
み
で

廃
棄
・
所
管
替
え
し
て
い
る

も
の
が
あ
る
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

備
品
の
管
理
状
況
に
不
備

が
生
じ
て
い
る
と
考
え
る
。

備
品
の
点
検
は
、
備
品
が

使
用
可
能
な
状
態
で
設
置
場

所
に
あ
り
、
備
品
シ
ー
ル
が

貼
ら
れ
、
正
し
く
台
帳
に
記

載
さ
れ
て
い
る
か
確
認
す
る

こ
と
で
あ
る
。

現
在
総
務
課
か
ら
各
課
に

対
し
、
備
品
台
帳
の
内
容
を

確
認
し
て
い
る
。

事
務
処
理
の
効
率
化
、
業

務
改
善
の
点
か
ら
総
体
的
見

直
し
を
し
た
い
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

避
難
訓
練
は
学
校
や
病

院
老
人
施
設
等
で
延
べ
36
回

１
９
０
０
人
が
参
加
し
て
実

施
し
て
い
る
。

地
域
防
災
計
画
は
今
年
度

中
に
見
直
し
を
行
う
。
避
難

所
開
設
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
作
成

し
、
避
難
所
設
営
訓
練
も
実

施
し
た
い
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

他
町
で
は
補
助
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
本
町
で

は
高
齢
者
の
足
を
確
保
す
る

点
で
は
別
の
手
段
を
推
進
し

て
い
る
。

高
齢
者
が
運
転
免
許
証
を

自
主
返
納
し
た
場
合
、
タ
ク

シ
ー
利
用
助
成
券
を
、
返
納

後
１
～
２
年
目
は
３
倍
、
３

年
目
は
２
倍
割
り
増
し
し
て

交
付
し
て
い
る
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

老
人
会
等
と
連
携
し
、
出

向
い
て
説
明
会
を
行
う
。

ま
た
、
広
報
紙
や
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
積
極

的
に
周
知
し
た
い
。

役
場
の
窓
口
に
サ
ポ
カ
ー

制
度
の
資
料
等
を
常
備
し
、

説
明
や
助
言
を
行
う
体
制
を

検
討
し
て
い
る
。

備品管理をさらに徹底します

高
齢
者
の
交
通
手
段
の
確

保
と
安
全
対
策
を
推
進
し
て

い
く
。

必
要
な
方
は
国
の
制
度
を

活
用
す
る
の
が
良
い
と
思
う
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

令
和
３
年
４
月
か
ら
５
月

頃
に
か
け
て
現
状
を
確
認
し

た
い
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

現
状
の
ル
ー
ル
で
確
認
し
、

さ
ら
に
事
務
改
善
等
、
効
率

的
な
管
理
が
で
き
る
か
検
討

し
て
い
き
た
い
。

（
答
弁
）
平
山
町
民
課
長

役
場
職
員
の
訓
練
は
、
町

全
体
の
防
災
に
関
わ
る
こ
と

で
あ
る
。

総
務
課
と
連
携
し
な
が
ら
、

実
施
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

（
答
弁
）
平
山
町
民
課
長

現
在
１
３
８
人
分
と
な
っ

て
お
り
、
２
０
０
人
の
３
日

分
を
目
標
に
追
加
す
る
予
定

で
あ
る
。
飲
料
水
は
給
水
車

を
使
用
す
る
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

提
案
を
参
考
に
取
り
組
み

た
い
。

TheThe 予算・質疑予算・質疑  （その１）（その１）
3 月 24 日に開催された予算審査特別委員会（安藤 幹夫 委員長）で、令和３年度の 

予算を審査した結果、すべて原案どおり全員賛成で可決した。

一般質問一般質問・予算審査特別委員会

備
品
台
帳
確
認
表
や
受
付

簿
も
整
備
さ
れ
て
い
な
い
等
、

取
り
扱
い
が
統
一
さ
れ
て
い

な
い
。

ま
た
、
適
正
な
取
り
扱
い

を
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
が
。

検
証
と
現
状
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

各
部
署
で
の
上
司
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
は
働
い
て
い

る
か
。

今
後
の
指
導
は
ど
の
よ
う

に
行
う
か
。

高齢者等タクシー利用
助成金予算額が 750 万円
の理由は。令和元年度実績
は 300人 350万円だが。
例年は月 30 万円、年

360 万円で予算計上して
いるが、令和３年度はタク
シー券を倍増して渡すこと
から 750万円で試算した。

Q

A

高齢者等タクシー利用助成金

情報配信サービス導入
800 万円について、アプ
リ情報配信の具体的内容と
導入時期は。

L
ラ イ ン
INE、電子メールは令

和３年 6 月頃、アプリは
8月頃に提供予定。
LINE は安全性を確認後

に運用開始する。

情報配信サービス

Q

A
LINE のアイコンLINE のアイコン

39歳までの新婚家庭を支援39歳までの新婚家庭を支援

結婚新生活支援事業と
は。
結婚を機に、引越し、

住宅賃貸、住宅建築した場
合に助成する。所得要件は
合計 400 万円以下、年齢
39歳以下の夫婦が対象で、
最大 30万円を助成する。

結婚新生活支援事業

Q
A

高齢者等タクシーチケット高齢者等タクシーチケット

総務総務費費総務総務費費総務総務費費

な
る
と
思
う
が
。

（
質
問
）

サ
ポ
カ
ー
補
助
金
や
タ
ク

シ
ー
利
用
助
成
の
割
り
増
し

に
つ
い
て
周
知
方
法
は
。

た
め
の
指
導
は
。



登録者数と時給単価は。
時給は900～ 960円程

度に引き上げられないか。

バイオガスプラント整
備計画マスタープランとゼ
ロカーボンシティ宣言の関
連は。

会員総数は 33人。時給
は草刈り作業 861 円、清
掃 887 円で、寿勤労会で
設定する。ある程度の改善
は必要と認識している。

マスタープランとゼロ
カーボンシティの整合性に
ついて、作成した工程表を
示したが、第３のバイオガ
スプラント建設をしっかり
位置付けしたい。

Q

Q

A

A

寿勤労会委託料

バイオガスプラント

葬斎場管理が令和３年
度から外部委託となるが、
選定中か。町内の方が事業
継続するのがより良いので
は。

令和３年度における
チョウザメ養殖事業の収支
計画は。

担当職員が定年退職す
る。火葬を含めた管理をな
るべく地元の方を要望し、
その方向で進んでいる。

収入はメス 296 万円、
オス 29 万円、計 335 万
円を見込む。
支出は飼料代 278 万

円、人件費 571 万円、減
価償却費 654 万円等、計
1225万円赤字の見込み。

葬斎場管理等の外部委託

チョウザメ養殖事業の収支

Q

Q

A

A

改修した葬斎場内部改修した葬斎場内部

養殖中のチョウザメ養殖中のチョウザメ

廃屋の適正管理を廃屋の適正管理を

現在は農家地区の生産
施設だった廃屋施設の解体
助成はしていないが、今後
の見直しは。
事業用施設の解体助成

について必要性を否定する
ものではないが、住居と同
様に助成するのは難しい。
内部で議論したい。

廃屋解体撤去

Q

A

寿勤労会事務局（社会福祉協議会内）寿勤労会事務局（社会福祉協議会内）

瓜幕バイオガスプラント瓜幕バイオガスプラント

民生民生費費

農林費農林費

民生民生費費

商工費	商工費	

総務総務費費

TheThe 予算・質疑予算・質疑  （その２）（その２）

■	暖かく、いい季節になりました。
	 子どもたちが元気に駆け回る運動会ができるといいですね。つぶやき

負担金が減額された理
由は。令和２年度産業研修
生で町内に残る人数は。
01農業塾の移動塾を隔

年に変更し、令和３年度は
実施せず減額した。
令和２年度研修生のう

ち、３人が町内に残る。
令和３年度研修生は決

定済みが 10人である。

産業後継者対策協議会

Q

A

活動拠点のピュアモルトクラブハウス活動拠点のピュアモルトクラブハウス

農林費農林費

地方公営企業法の適用
を令和３年度から調査、令
和６年度導入を目標として
いるが。

経営支援報告書で示さ
れた、在宅療養支援病院や
病床削減の提案を取り入れ
るのか。

本町を含む３万人未満
市町村の多くは地方公営企
業法を一部適用で導入検討
している。導入費用は国か
ら財政措置される。

一般病床の基準をとり
診療報酬増や、将来は在宅
療養支援病院として収益増
を図る等の提案について、
令和３年度中に病院改革プ
ランを策定予定である。

QQ

A

A

公営企業会計導入病院改革プラン

鹿追運動公園スキー場
に設置されているロープト
ウのワイヤー更新は、リフ
トハンガーも含むのか。

リフトハンガーの不良
品はシーズンオフに、ワイ
ヤーとは別に更新してい
る。

鹿追運動公園スキー場

Q

A
運動公園スキー場　右側がロープトウ運動公園スキー場　右側がロープトウ

女性まつり（R2.2.11）女性まつり（R2.2.11）

クテクウシ橋（旧紅葉橋）クテクウシ橋（旧紅葉橋）

女性まつりやピュアモ
ルトクラブ活動等の団体補
助金が少しずつ減らされて
いるが。

解体に３年間かかるが
国の要請か、事業予算の関
係か。令和３年度の計画は。

これまでの実績を各団
体と話し合い、団体補助金
の減額を協議した。
本来の活動に支障のな

い範囲で減額した。

工程上、令和３年度だ
けでは解体不可能である。
また、財政上の理由で

３年計画としている。
令和３年度は、全長

148 ｍのうち 100 ｍを解
体する。

青少年活動推進費 クテクウシ橋橋梁解体工事

Q

Q

A

A

水を大切に使いましょう水を大切に使いましょう

国民健康保険病院国民健康保険病院

簡水会計簡水会計病院会計病院会計

教育費教育費教育費教育費 土木費土木費

成年後見人制度の積極活用を成年後見人制度の積極活用を

成年後見人制度の利用
状況は。

令和元年度で相談は６
人、申し立ては２人が利用
した。
一定の効果があったと

自負しており、引き続き継
続したい。

成年後見人制度

Q

A

介護会計介護会計

TheThe 予算・質疑予算・質疑  （その３）（その３）

予算審査特別委員会 予算審査特別委員会



編 　 集 　 後 　 記編 　 集 　 後 　 記
コロナ禍 2 年目の春、黄色いカバーのランドセルを背負った子どもたちの

姿をちらほら見かける時期となった。小さな自治体こそ地域の子どもたちは
地域でしっかりと育てることがより一層強く求められている昨今、「鹿追型ゼ
ロカーボンシティ」宣言は、近年の気候変化はもちろんのこと、自然豊かな
本町の環境で子どもたち一人ひとりが健やかに成長し、夢や笑顔があふれる
未来がある、そんな町づくりに取り組む政策が肝要と考える。

	 議会広報部会　部会員	 安 藤 　 幹 夫

議会広報広聴常任委員会議会広報広聴常任委員会
広報部会広報部会

部 会 長 	 台蔵　征一部 会 長 	 台蔵　征一
副部会長	 清水　浩徳副部会長	 清水　浩徳
部 会 員 	 安藤　幹夫部 会 員 	 安藤　幹夫
	 川染　　洋	 川染　　洋
	 山口　優子	 山口　優子
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林
はやしなか

中　優
ゆつ き

月 さん、北
きたむら

村　梨
り さ

紗 さん
鹿
追
高
校
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
イ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
高
校
生
が
考
案
・
製
作

し
た
ス
イ
ー
ツ
試
食
会
が
、
３
月
12

日
に
役
場
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

北
村
梨
紗
さ
ん
と
林
中
優
月
さ
ん

が
、
今
回
考
案
の
ホ
エ
イ
を
使
用
し

た
レ
ア
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
と
ス
ノ
ー

ボ
ー
ル
ク
ッ
キ
ー
を
説
明
し
、
町
長

ほ
か
特
別
職
と
議
員
全
員
が
試
食
し

ま
し
た
。

試
食
後
、
講
評
を
述
べ
る
等
、
楽

し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

鹿
追
創
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
考

案
し
た
、
ホ
エ
イ
を
用

い
た
ス
イ
ー
ツ
を
議
員

の
皆
さ
ま
に
試
食
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

温
か
い
お
言
葉
と
と
て
も
貴
重
な
ご
意
見
を
数

多
く
い
た
だ
き
、
生
徒
達
に
と
っ
て
今
後
の
歩
み

を
進
め
る
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

貴
重
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
、
町
議
会
と

関
係
者
の
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

高
校
生
議
会
で
提
案
さ
れ
た
ス
イ
ー
ツ
を
試
食

スイーツを試食しながら説明を聞く

ホエイを使用したレアチーズケーキ（左）と
スノーボールクッキー（右）

鹿追高校

平
ひらさわ

澤　朋
とも

子
こ

 先生

入場無料まちなか会議　議員とまちなか会議　議員と

カフェカフェ
  でで  

ひひととこことと
令和３年令和３年５５月月 2525日（日（火火））11：0011：00よりより
※先着※先着８人限定８人限定とします。とします。
※当日は検温及びマスクを着用してご来場くだ※当日は検温及びマスクを着用してご来場くだ
さい。さい。
※国・北海道の緊急事態宣言により、延期また※国・北海道の緊急事態宣言により、延期また
は中止する場合があります。は中止する場合があります。
埴渕　賢治埴渕　賢治 議員、 議員、狩野　正雄狩野　正雄 議員が 議員が

平成館平成館  でお待ちしています。でお待ちしています。

 

（
取
材　

台
蔵
征
一
）

０ゼ
ロ
イ
チ１
農
業
塾
生
が
議
会
傍
聴

０
１
農
業
塾
（
塾

長 

喜
井
知
己
鹿
追

町
長
）
の
塾
生
５

人
が
、
令
和
３
年

３
月
24
日
に
予
算

審
査
特
別
委
員
会

を
傍
聴
し
ま
し
た
。

塾
生
は
各
分
野

に
わ
た
る
質
疑
を

熱
心
に
傍
聴
し
て

い
ま
し
た
。

休憩の合間に説明を受ける０１農業塾生
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